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2

平成24年度
上半期の財政状況

（9月30日現在）

一般会計歳入の状況
●予算額　　35億1,748万円
●収入済額　21億1,380万円
●収入率　　60.1%

■
支
出
済
額
12
億
円
、
執
行
率
35
％

　

上
の
グ
ラ
フ
は
一
般
会
計
予
算
の

執
行
状
況
で
す
。
歳
入
と
歳
出
に
つ

い
て
、
予
算
額
に
対
す
る
進
み
具
合

を
そ
れ
ぞ
れ
収
入
率
、
執
行
率
で
表

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
歳

入
の
収
入
済
額
は
21
億
１
３
８
０
万

円
で
、
60
・
１
％
の
収
入
率
（
前

年
同
期
69
・
9
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
の
歳
出
の
支
出
済
額

５
％
減
で
総
額
35
億
円

は
12
億
２
５
６
４
万
円
で
執
行
率
は

34
・
８
％
（
同
35
・
７
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
村
債
残
額
35
億
円︵　

   

36
億
円
︶

　

事
業
を
行
う
際
の
財
源
不
足
を
補

う
た
め
に
村
が
国
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
る
村
債
（
借
金
）
の
残
高
は
、
９

月
30
日
現
在
で
35
億
２
３
１
６
万
円

で
す
。
村
民
一
人
当
た
り
で
は
、
約

54
万
円
（
同
55
万
円
）
と
な
り
す
。

　

24
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額

は
33
億
７
２
６
６
万
円
で
し
た
。
そ

の
後
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事

業
や
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
整
備
車
購

入
費
、
学
校
給
食
用
食
缶
購
入
費
な

ど
２
回
の
予
算
補
正
を
行
い
、
総
額

１
億
４
４
８
２
万
円
を
追
加
し
、
上

半
期
（
９
月
30
日
現
在
）
の
予
算
額

を
35
億
１
７
４
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
前
年
度
同
期
よ
り
１
億
９
０

７
３
万
円
（
５
・
４
％
）
少
な
い
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
同
期
と
の
予
算
額
の
比
較
で

は
、
災
害
復
旧
費
が
２
９
５
６
万

円
、
農
林
水
産
業
費
が
７
３
１
１
万

円
（
38
・
９
％
）、
教
育
費
が
３
１
９

９
万
円
（
11
・
1
％
）、
衛
生
費
が
２

６
７
万
円
（
1
・
7
％
）
の
増
と
な

る
一
方
、
民
生
費
が
１
億
３
４
５
１

万
円
（
16
・
1
％
）、
総
務
費
６
０
５

５
万
円
（
5
・
9
％
）
土
木
費
が
３

６
８
１
万
円
（
11
・
2
％
）、
公
債
費

が
６
２
８
３
万
円
（
11
・
2
％
）
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度

同
期
比

前
年
度

同　

期

　

村
の
予
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
村
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の
予
算
の
執
行
状
況
や
財
産
の
内
訳
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
年
に
２
回
︵
上
半
期
と
下
半
期
︶、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
平
成
24
年
度
上
半
期
︵
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
︶
の
一
般
会
計
・
特
別

会
計
な
ど
の
予
算
執
行
状
況
や
公
有
財
産
、
地
方
債
の
残
高
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。※その他は、諸収入・分担金及び負担金・自動車取得税交付金など

村
の
家
計
簿
を
公
表

一
般
会
計
予
算
は
35
億
１
７
４
８
万
円
に
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水道事業会計の状況
◎収益的収入と支出…主に飲料水を作るお金

予算額は前年度同期と比べ 110 万円（1.0％）の減となっています。

収
　
　
入

科　　目 予算額 収入済額
水 道 料 金 11,000 6,040

一般会計補助金 136 0

そ の 他 の 収 益 204 8

合　　計 11,340 6,048

支
　
　
出

科　　目 予算額 支出済額
浄･配･給水費用 3,522 1,797
施設等減価償却費 4,580 0
企業債利息償還金 2,012 1,018
その他(総係費含む) 1,226 271

合　　計 11,340 3,086

◎資本的収入と支出…主に施設を整備するお金
支出の予算額は前年度同期と比べ 239 万円（6.3％）の増となっています。

支出超過分は、内部留保資金で運営しています。

収
　
　
入

科　　目 予算額 収入済額
国 庫 補 助 金 0 0

一般会計補助金 297 0

一般会計出資金 0 0

建設改良補償金 0 0

企 業 債 0 0

合　　計 297 0

支
　
　
出

科　　目 予算額 支出済額

施 設 改 良 費 299 0

老朽管更新事業費 0 0

営 業 設 備 費 63 0

企 業 債 償 還 金 3,660 1,817

合　　計 4,022 1,817

（単位：万円）

（単位：万円）

特別会計の状況
区       分 予　算　額 収入済額 支出済額

国民健康保険 8億2,651万円 3億6,616万円
（44.3％）

3億9,326万円
（47.6％）

後期高齢者医療 4,945 万円 1,321 万円
（26.7％）

980 万円
（19.8％）

農業集落排水事業 2,644 万円 1,527 万円
（57.7％）

1,242 万円
（47.0％）

下 水 道 事 業 1億4,764万円 6,235 万円
（42.2％）

6,152 万円
（41.7％）

索 道 事 業 2,968 万円 206 万円
（6.9％）

809 万円
（27.3％）

戸 田 財 産 区 1,356 万円 296 万円
（21.8％）

622 万円
（45.9％）

伊保内財産区 1,003 万円 30 万円
（3.0％）

483 万円
（48.2％）

江刺家財産区 723 万円 143 万円
（20.0％）

183 万円
（48.2％）

合 計 11億1,054万円 4億6,372万円
（41.8％）

4億9,796万円
（44.8％）

※収入済額より支出済額が多い会計については、会計間で一時
　運用を行っています。

公有財産・基金の状況
区       分 9月30日現在高 3月31日との比較

土 地 975,007㎡ ＋1,500㎡
建 物 63,084㎡ ±0㎡
有 価 証 券 416万円 ±0万円
出資による権利 7,424万円 ±0万円
物 件 公用車・消防車など68台 ±0台
財政調整基金 15億8,781万円 ＋3億608万円
人材育成基金 1億円 ±0万円
減 債 基 金 2億2,921万円 ＋1億3,000万円
地域振興基金 3億9,698万円 ±0万円
その他の基金 1億2,149万円 ＋1,846万円

区       分 9月30日現在高 3月31日との比較
政 府 資 金 20億1,151万円 ＋1億3,863万円
地公体金融機構 6億1,069万円 ＋8,052万円
市中銀行など 7億4,691万円 －4,868万円
共 済 な ど 5,347万円 －483万円
岩 手 県 基 金 1億58万円 ±0万円
合 計 35億2,316万円 ＋1億6,564万円

村債の状況

一般会計歳出の状況
●予算額　　35億1,748万円
●支出済額　12億2,564万円
●執行率　　34.8%

※その他は、商工費・災害復旧費・予備費。

給
食
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し
た
真
空
冷
却
機



4

平成 24年度の年長児親子運動会

▼
入
園
で
き
る
児
童

　

保
育
園
に
入
園
で
き
る
の
は
、
児
童

の
家
庭
の
方
が
、
❶
会
社
勤
め
な
ど
家

の
外
で
働
い
て
い
る
❷
家
庭
で
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
る
❸
妊
娠
中
、
ま

た
は
出
産
後
間
も
な
い
❹
病
気
や
け

が
、
ま
た
は
精
神
や
身
体
に
障
害
が
あ

る
❺
病
人
や
心
身
障
が
い
者
な
ど
の
世

話
を
し
て
い
る
︱
な
ど
の
理
由
で
、
家

庭
で
の
保
育
が
十
分
で
き
な
い
場
合
と

な
り
ま
す
。

▼
入
園
の
申
し
込
み

　

あ
ら
か
じ
め
、
保
育
園
か
役
場
住
民

生
活
課
で
申
込
用
紙
を
受
け
取
り
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
住
民
生
活

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
っ
て
く
る
も
の

❶
保
護
者
の
印
鑑
❷
保
護
者
が
会
社
な

　

平
成
25
年
度
の
村
内
保
育
園
と
幼
稚
園
の
入
園
申
し
込
み
の
受
付
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
関
係
書
類
を

持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在
入
園
し
て
い
る
児
童
が
引

き
続
き
入
園
す
る
場
合
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

︻
受
付
期
間
︼　

12
月
17
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

︻
受
付
場
所
︼　

保
育
園
…
役
場
住
民
生
活
課 

幼
稚
園
…
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園

園児を募集する施設
施設名 電話番号 対象年齢 定員 通常保育時間 開所時間

伊保内保育園 42-2208 生後６か月以上 80 人   8:00～16:00
※延長保育
18:15～19:15

7:15～19:15

戸　田保育園 43-2315 満２歳以上 45 人

7:30～19:15（幼保一体型施設）

ひめほたる
こども園

41-1300

保育園 満２歳以上

60 人
幼稚園 満３歳以上

  8:00～15:00
※預かり保育
15:00～18:00

※対象年齢は平成 25 年４月１日現在の年齢

ど
に
勤
め
て
い
る
場
合
は
、
平
成
24
年

分
の
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
。
❸
給

与
所
得
者
以
外
の
方
、
給
与
所
得
者
で

も
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
は
、

申
告
書
の
写
し
（
申
告
後
に
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

▼
調
べ
て
お
く
こ
と

❶
平
成
24
年
分
の
所
得
❷
耕
地
な
ど
財

産
の
状
況
❸
同
居
し
て
い
る
家
族
全
員

の
氏
名
、
生
年
月
日

▼
保
育
料
に
つ
い
て

　

お
支
払
い
い
た
だ
く
保
育
料
は
、
前

年
の
所
得
税
・
村
民
税
の
額
や
児
童
の

年
齢
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

※
子
ど
も
３
人
以
上
の
世
帯
に
あ
っ
て

は
、
村
内
保
育
施
設
に
入
園
す
る
児
童

の
保
育
料
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

▼
入
園
の
決
定

　

申
込
書
類
を
審
査
し
、
後
日
入
園
決

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
申

し
込
み
時
に
入
園
希
望
の
保
育
園
を
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
各
保
育
園

の
定
数
な
ど
に
よ
り
希
望
に
添
い
か
ね

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
育
園
の
申
し
込
み

幼
稚
園
の
申
し
込
み

▼
入
園
の
申
し
込
み

　

あ
ら
か
じ
め
、
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も

園
か
教
育
委
員
会
で
入
園
願
書
を
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
ひ
め

ほ
た
る
こ
ど
も
園
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
調
べ
て
お
く
こ
と

　

現
在
同
居
し
て
い
る
家
族
全
員
の
氏

名
、
生
年
月
日

▼
主
な
納
入
金

　

保
育
料
（
月
額
２
５
０
０
円
）、
給
食

費
（
月
額
２
５
０
０
円
）

※
子
ど
も
３
人
以
上
の
世
帯
は
、
保
育

料
お
よ
び
給
食
費
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

―

問

い

合

わ

せ

―



保
育
園
　
住
民
生
活
課
　

　
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
０
３



幼
稚
園
　
村
教
育
委
員
会

　
☎
42-

２
１
１
１
内
線
３
３
３
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▼
除
雪
は
バ
ス
路
線
を
優
先

　

村
で
は
、
①
バ
ス
路
線
②
学

童
通
学
路
③
幹
線
道
路
④
そ
の

他
の
道
路
の
順
番
で
行
い
ま
す
。

「
家
の
前
の
除
雪
が
遅
い
」
と
の

声
も
ご
ざ
い
ま
す
が
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

▼
玄
関
先
の
雪
処
理
の
お
願
い

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
家
の

前
に
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
除
雪
車
の
能
力
や
時
間
的

な
問
題
で
、
家
の
前
の
雪
を
取

り
除
く
こ
と
は
困
難
で
す
の
で
、

各
家
庭
で
の
処
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
路
上
駐
車
は
除
雪
の
障
害

　

除
雪
を
す
る
と
き
最
も
障
害

と
な
る
の
は
、
路
上
に
放
置
さ

れ
て
い
る
車
両
で
す
。
路
上
駐

車
が
あ
る
と
、
除
雪
車
が
入
れ

ず
後
回
し
に
な
っ
た
り
、
除
雪

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
視
界

の
悪
い
時
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
の
際
は
、
黒
っ
ぽ
い
服
装
を

避
け
、
目
立
つ
色
の
服
を
身
に

着
け
る
な
ど
安
全
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。

▼
山
林
な
ど
の
財
産
管
理
の
お

願
い

　

近
年
大
雪
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
倒
木
が
多
く
発
生
し
、
電

気
・
電
話
線
の
切
断
お
よ
び
村

道
な
ど
の
交
通
（
除
雪
作
業
な

ど
）
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
て

お
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
山
林

な
ど
自
己
財
産
の
管
理
を
し
て

い
た
だ
き
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や

道
路
交
通
に
障
害
が
起
き
ぬ
よ

う
、
木
や
枝
な
ど
の
除
去
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

万
が
一
倒
木
が
発
生
し
、
道
路

交
通
上
支
障
が
生
じ
る
場
合
は
、

道
路
法
第
42
条
、
43
条
を
適
用

し
、
伐
採
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
ご

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班

　

☎
42
︲
２
１
１
１
内
線
２
８
２

を
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
車
両
に
限
ら
ず
ま
き
な

ど
道
路
上
に
は
み
出
し
て
い
る

場
合
な
ど
除
雪
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
冬
の
安
全
な

交
通
を
確
保
す
る
た
め
各
家
庭

で
家
の
周
り
を
整
理
す
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

　

除
雪
を
し
た
道
路
に
、
雪
が

押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
道
路
に
押
し
出
さ
れ

た
雪
や
氷
が
原
因
と
な
る
交
通

事
故
や
交
通
障
害
が
増
え
て
い

ま
す
。
各
家
庭
の
雪
は
、
敷
地

内
で
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

▼
地
域
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

　

自
宅
前
や
身
近
な
道
路
、
歩

道
、
消
火
栓
の
周
囲
な
ど
は
、

各
地
区
ま
た
は
隣
近
所
で
協

力
し
合
っ
て
除
雪
す
る
よ
う
に

　

本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
村
で
は
、
こ
の
冬

も
安
全
な
交
通
の
確
保
を
目
指
し
、
お
お
む
ね
降
雪
10
㌢
を
め
ど

に
村
と
委
託
業
者
で
除
雪
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
除
雪
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
安
全
な
通
行
を
確

保
す
る
た
め
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

村
で
は
、
地
域
の
生
活
道

路
・
歩
道
ま
た
は
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
世
帯
の
除
雪

活
動
を
行
う
行
政
区
、
自
治

会
団
体
を
対
象
に
、
小
型
除

雪
機
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

除
雪
機
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
団
体
は
平
成
24
年
12
月

17
日
（
月
）
ま
で
に
、
農
林

建
設
課
地
域
整
備
班
ま
で
申

請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

○
貸
出
対
象
…
行
政
区
、
自

治
会
な
ど

小型除雪機を
貸し出します

○
貸
出
台
数
…
5
台
（
小
型

除
雪
機
）

○
貸
出
期
間
…
平
成
25
年
3

月
31
日
ま
で
（
1
団
体
1
台

ま
で
）

○
そ
の
他
…
台
数
に
限
り
が

ご
ざ
い
ま
す
。
申
込
数
が
多

い
場
合
、
小
型
除
雪
機
の
貸

出
要
領
に
基
づ
き
決
定
い
た

し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班

　

☎
42
︲
２
１
１
１
内
線
２
８
２ 小型除雪機５台を貸し出します
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各
小
中
学
校
で
学
校
公
開

わ
が
子
の
勉
強
姿
を
参
観

　

平
成
24
年
度
の
学
校
公
開
が

11
月
９
日
か
ら
17
日
、
村
内
各

小
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

戸
田
小
学
校
に
お
い
て
は
、

児
童
会
主
催
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
大

会
を
行
っ
た
後
、
食
育
授
業
、

道
徳
の
授
業
を
公
開
し
ま
し
た
。

わ
が
子
の
学
校
で
の
様
子
や
、

日
ご
ろ
行
わ
れ
て
い
る
授
業
を

見
よ
う
と
保
護
者
の
方
々
が
訪

れ
、
熱
心
に
観
覧
し
て
い
ま
し

た
。

保
護
者
が
授
業
参
観
す
る
戸
田
小

学
校
２
年
生
の
様
子

　

九
戸
政
實
の
木
目
込
み
人
形

の
贈
呈
式
が
10
月
29
日
、
Ｈ
Ｏ

Ｚ
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
に
は
宮
会
長
や
中
里
信

男
顧
問
ら
10
数
人
が
出
席
。
村
出

身
の
八
戸
市
民
有
志
で
組
織
す

る
九
戸
政
實
を
偲し
の

ぶ
会
（
宮
忠
会

長
）が
政
實
公
の
人
形
を
作
成
し
、

村
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
寄
贈
い

た
だ
い
た
人
形
は
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー

ル
２
階
に
展
示
し
て
お
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

政
實
人
形
贈
呈
式

九
戸
政
實
公
の
雄
姿
を
寄
贈

九戸寄席に200人
本場の落語に笑いと拍手

　

九
戸
寄
席
が
11

月
11
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ

ホ
ー
ル
に
て
開

か
れ
ま
し
た
。
川

向
部
落
会
が
10
年

前
か
ら
行
っ
て
お

り
、
第
10
回
と
な

る
記
念
大
会
を
多

く
の
人
に
楽
し
ん

で
ほ
し
い
と
文
化

協
会
が
主
催
と
な
り
実
施
。

政實の木目込み人形を寄贈した宮会長㊧

地
域
の
食
生
活
改
善
に
貢
献

佐
々
木
ト
マ
さ
ん
に
大
臣
賞

　

平
成
24
年
度
全
国
食
生
活
改
善

大
会
に
お
い
て
佐
々
木
ト
マ
さ
ん

が
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
長
年
、
県

協
議
会
会
員
と
し
て
地
域
の
食
生

活
改
善
に
取
り
組
み
、疾
病
予
防
、

健
康
増
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
会
長
も
務
め
、
他
市
町
村
と
の

交
流
や
、
伝
統
食
を
学
び
、
幅
広

い
世
代
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
称

え
ら
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

佐
々
木
ト
マ
さ
ん（
右
か
ら
２
番
目
）

　

当
村
に
お
い
て
死
亡
事
故
１

年
間
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
こ
と
に

伴
い
、
県
警
本
部
よ
り
賞
賛
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
で
無
事
故
１
年
間

を
達
成
。
県
警
本
部
を
代
表
し

て
小
川
肇
署
長
か
ら
五
枚
橋
村

長
へ
賞
賛
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
五
枚
橋
村
長
は
「
今
後
も

交
通
安
全
協
会
な
ど
と
協
力
し

な
が
ら
無
事
故
を
継
続
し
た
い
」

と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

小
川
肇
署
長
か
ら
五
枚
橋
村
長
へ
賞

賛
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

死
亡
事
故
１
年
間
ゼ
ロ
達
成

県
警
か
ら
賞
賛
状
を
授
与

　

桂
小
文
治
さ
ん
や
柳
家
小
蝠

さ
ん
な
ど
が
本
場
の
落
語
を
披

露
。
会
場
に
は
２
０
０
人
以
上

の
お
客
様
が
詰
め
か
け
、
軽
快

な
小
話
に
客
席
か
ら
は
笑
い
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
鏡
味
味

千
代
さ
ん
に
よ
る
曲
芸
で
は
、

熟
練
し
た
技
に
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

軽快なトークでユニークな小話を披露する、
桂小文治さん㊨
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１年間の無事故無違反を願う

交通安全祈願祭
　
　

　
　
　
　二戸交通安全協会九戸分会で
は、年の初めに１年間の無事故
無違反を願う「交通安全祈願祭」
を次のとおり行います。
■日時　平成 25 年１月４日㊎　
　　　　午後２時から
■会場　村山村開発センター

交通安全功労者優良運転者表彰
　交通安全祈願祭の席上で「交
通安全功労者・団体」と「優良
運転者」の表彰を行います。
■表彰の対象　
①交通安全功労者・団体表彰…
長年にわたり地域の交通安全活
動を行い、無事故無違反の実現
に貢献のあった個人または団体。
②優良運転者表彰…おおむね７
年以上無事故無違反を継続して
いる運転者。
　この表彰（地区表彰・県表彰
受賞者を含む）に該当すると思
われる方は、12 月 21 日㊎まで
に当分会の副分会長へお知らせ
ください。
■問い合わせ　二戸交通安全協会
九戸分会副会長（山口則雄宅☎
42-2050、荒田光雄宅☎ 43-2057、
坂本末一宅☎42-3861）

　

第
39
回
二
戸
地
方
交
通
安

全
大
会
（
二
戸
地
方
交
通
安

全
対
策
協
議
会
主
催
）
は
11

月
７
日
、
軽
米
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

交
通
安
全
功
労
者
の
部
で
風

張
孝
一
さ
ん
（
山
根
）、
交
通

安
全
優
良
団
体
の
部
で
長
興

寺
老
人
ク
ラ
ブ
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

表彰を受ける長興寺老人クラブ

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
運
動
県
民
大
会

　
　

橘
美
悟
さ
ん
（
戸
田
小

５　

年
）
が
最
優
秀
賞

最優秀賞を受賞した橘美悟さん（中央）

今年１月に行われた交通安全祈願祭

　

平
成
24
年
度
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
運
動
県
民
大
会
が
11
月
９
日
、
盛

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
小
学
校
高
学
年
の
部
で
は
、
応
募
総

数
１
０
０
０
点
以
上
の
中
か
ら
、
見
事
、

最
優
秀
賞
に
戸
田
小
学
校
５
年
の
橘
美

悟
さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。

　

岩
手
県
知
事
賞
の
表
彰
を
受
け
た
の

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

■
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
▽

小
学
校
高
学
年
の
部　

最
優
秀
賞　

橘

美
悟
（
戸
田
小
５
年
）

■
交
通
安
全
模
範
校　

江
刺
家
小
学
校

（
盛
島
寛
校
長
）　

■
岩
手
県
交
通
指
導
隊
連
絡
協
議
会
会

長
表
彰　

櫻
庭
孝
（
伊
保
内
下
）

「交通災害共済見舞金」の請求漏れはありませんか？

■対　象　者　市町村交通災害共済の加入者で、道路上での自動車、バ
　　　　　　イク、自転車などの交通に伴う事故にあった方
■請求期間　交通事故にあった日から２年以内
■請求方法　請求書類は総務企画課に備え付けてあります。必要事項
　　　　　　を記入して提出してください。※ 共済見舞金請求書には、
　　　　　　交通事故証明書、診断書などを添付していただきます。
■問い合わせ　総務企画課庶務財政班（☎ 42-2111 内線 168）

二戸地方交通安全功労者表彰

7 広報くのへ◦2012-12
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片山寛則さん㊨のヤマナシの説明に耳を傾ける参加者

ひめほたるこども園の園児からエコバックがプレゼント

m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい

産業・芸術文化まつり
実りと芸術の秋楽しむ

　村産業・芸術文化まつりは10月26日から28日までと11

月３日、ＨＯＺホールなどで開かれました。期間中は大勢

の人が訪れ、展示・発表・産業の３部門で１年間の成果を

披露し合いました。産業部門は村内の商店や団体などがず

らりと店を並べて体育センターで行われ、大安売りされた

商品には多くの買い物客でにぎわいをみせていました。

　展示部門では書道や生け花、盆栽などが展示され、心の

こもった作品が鑑賞者の目を楽しませていました。

　発表部門では村内小学４年生による合唱や神楽保存会の

演舞、政實太鼓による演奏などが会場を盛り上げました。

皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

絵画などの一つ一つの作品を熱心
に鑑賞する来場者

盆栽などの趣向を凝らした作品を
見入る来場者

いきいきふれあい集会
笑顔で至福のひととき

　いきいきふれあい集会（村社会福祉協議会主催）が11月

７日、ＨＯＺホールにて行われました。村内に住む一人暮ら

しの方、103名が出席。オープニングでは、ひめほたるこど

も園の園児が駈けつけ手裏剣忍者とキッズソーランを披露。

その後、園児から一人一人にプレゼントが手渡されると参加

者から笑顔があふれていました。また、村舞踊研究会や村地

域婦人団体などが歌や踊りを披露し会場を盛り上げました。

情熱大陸のテーマソングなどが会場を魅了しました

イワテヤマナシ講演会
ヤマナシの展望を検討

　イワテヤマナシ講演会が10月24日、村山村開発セ

ンターで行われ約30人が参加しました。「よみがえる

岩手の梨遺伝資源”イワテヤマナシ”」と題して、片山寛

則さん（神戸大学大学院農学研究科）から講演をいただ

きました。その後、西山榮一さん（平内）の自宅前の畑

と、村指定文化財となっているヤマナシ（頭無）を視察

し、今後のヤマナシの展望について検討しました。
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政實太鼓保存会による太鼓演奏が会場を盛り上げました

新そばまつりと収穫感謝祭
郷土が育む実りに感謝

　新そばまつりと収穫感謝祭は11月３日と４日の両日、

オドデ館で開かれました。屋外では、鳥の鉄板焼きや串

団子、焼き鳥などが販売され、郷土が育んだ秋の実りを

楽しみました。そば打ち体験では９人が体験。打ちたて

のそばを食べたお客様は舌鼓を打ち、秋の味覚を堪能し

ていました。また、政實太鼓保存会や神楽保存会が駈け

つけ勇壮な演奏と力強い舞いが会場を盛り上げました。

ふるさと創造館まつり
芸術と秋の味覚を満喫

　第３回ふるさと創造館まつりは11月４日、ふるさと

創造館で行われ多くの来場者でにぎわいました。

　会場ではほうき作り体験や押花体験などが行われ、伝

統工芸や押花などが展示。イワナやアユの塩焼き、焼き

そばなどが販売され来場者を楽しませました。当日は、

政實太鼓保存会による太鼓演奏や村舞踊研究会による歌

や踊りが披露。訪れた人たちは華麗な舞踊を楽しんでい

ました。

ひめほたるこども園で体験会
さつまいも掘りに歓声

　ひめほたるこども園で10月23日、

さつまいも掘り体験を行いました。

同園そばの畑で６月に自分たちが植

えたさつまいもを、保護者と一緒に

収穫しました。園児たちは手を泥だ

らけにしながら、一生懸命掘ってい

ました。その後、大学いもに調理し

ておいしくいただきました。保護者

と一緒のこともあり、園児からはい

つも以上に笑い声があふれていまし

た。自分が育てたさつまいもを手に笑顔の園児

生活改善グループの指導を受け、そば打ち体験を楽しむ参加者

会場に設置された射的は、来場した
子どもの心も射止めていました

伊保内高等学校吹奏楽部による演奏、
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み ん な の 広 場

１歳のお誕生日おめでとう☆

觸澤　志
ここ

奏
な

ちゃん
１２月２３日生まれ／戸田上
（父）英之さん（母）すみえさん

「元気に大きくなってね♡」
お父さん・お母さんより

◉1月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を募集！！ご希
望の方は12月10日（月）までに、写真（データも可）
を広報担当（☎42-2111内線168）までお持ちください。

　

九
戸
村
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
が
10
月
14
日
、
村
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
仲

間
た
ち
と
親
睦
を
深
め
な
が
ら
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
競
技
の

結
果
、
女
子
の
部
で
は
玉
川
の
り

子
さ
ん
が
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。
村
参
加
の
上
位
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
男
子
の
部　

③
月
花
三
男

◆
女
子
の
部　

①
玉
川
の
り
子

村
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

秋
晴
れ
の
下
、
親
睦
深
め
る

見
事
、
２
連
覇
を
達
成
し
た
玉
川
の

り
子
さ
ん

九戸村最長寿１０２歳
小野寺タキさん祝福

　

11
月
９
日
、
小

野
寺
タ
キ
さ
ん
が

九
戸
村
最
長
寿
と

な
る
１
０
２
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
お

祝
い
を
行
い
ま
し

た
。
五
枚
橋
村
長

が
祝
福
に
自
宅
を

訪
問
。
五
枚
橋
村

長
か
ら
小
野
寺
さ

ん
に
敬
老
年
金
と
花
束
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は
働
く
こ
と

と
の
こ
と
で
、
雨
で
も
降
ら
な

け
れ
ば
外
に
出
て
体
を
動
か
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
１
０
２
歳

と
は
思
え
な
い
受
け
答
え
で
、

笑
顔
で
笑
っ
て
話
を
さ
れ
、
周

囲
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

１
０
２
歳
の
誕
生
日
を
祝
福
さ
れ

る
小
野
寺
タ
キ
さ
ん
（
中
央
）

　

江
刺
家
小
学
校
が
学
校
体
育
優

良
校
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
学
校

体
育
指
導
の
研
究
・
実
践
に
努
力

し
た
功
績
が
称
え
ら
れ
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
同
校
は
平
成
22
年
度

か
ら
、
毎
月
１
回
体
育
学
習
会
を

実
施
。
体
育
の
教
材
研
究
や
日
ご

ろ
の
体
育
授
業
の
課
題
や
疑
問
な

ど
に
学
校
を
超
え
た
仲
間
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
体

力
の
向
上
や
生
活
習
慣
の
安
定
な

ど
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

体
育
指
導
の
研
究
に
努
力

江
刺
家
小
が
体
育
優
良
校

学
校
体
育
優
良
校
に
表
彰
さ
れ
た

江
刺
家
小
学
校
・
盛
島
寛
校
長

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰

村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
受
賞

　

平
成
24
年
度
日
本
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
顕
彰
に
九
戸
村
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
は
、

近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
同

少
年
団
は
、
ス
キ
ー
競
技
や
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
普
及
に
よ
り
、
各
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
活
性
化
、

指
導
者
の
養
成
と
資
質
向
上
の

全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
少
年
団
は
現
在
、
９
団
体
、

151
名
が
登
録
。
各
種
大
会
に
お

い
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
、
卒

業
生
の
中
・
高
生
の
活
躍
も
続

い
て
ま
す
。
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む
ら
の
文
芸

第
２
９
５
回　

く
の
へ
俳
句
会

国 民 年 金

【問い合わせ】
住民生活課国保住民班☎42-2111 内線 211
二戸年金事務所☎23-4111

み ん な の 広 場

あ
た
た
か
な
心
の
人
や
小
六
月

高
島
ふ
み
女

そ
ぞ
ろ
寒
去
り
逝
き
し
人
胸
に
住
む

亡
き
兄
の
話
題
と
な
り
て
林
檎
剥
く

欄
外
に
記
す
こ
と
増
え
暦
古
る

渡　

赤
藤

身
に
し
む
や
遺
品
整
理
の
姑
に
添
う

晩
秋
や
白
樺
目
立
つ
山
路
行
く

ラ
ジ
オ
よ
り
流
れ
る
一
句
秋
の
色

義　

也

浅
漬
け
の
味
の
薄
さ
よ
妻
老
い
て

娘
来
る
妻
聞
き
役
で
林
檎
剥
く

止
む
と
見
え
な
か
な
か
止
ま
ぬ
秋
の
雨田

村　

畦
畔

土
塀
這
う
抽
象
絵
画
の
蔦
紅
葉

天
気
待
ち
稗
の
脱
穀
ま
ま
な
ら
ず

歯
科
治
療
部
屋
ま
で
届
く
秋
日
和

菅
野　

岑
子

父
の
字
の
刻
み
の
深
き
墓
洗
ふ

老
ふ
た
り
無
口
と
な
り
て
暑
に
堪
ゆ
る

見
え
ね
ど
も
秋
風
と
知
る
中
に
ゐ
て

木
槿
垣
花
を
こ
ぼ
し
て
棺
行
く

冬
部　

雪
女

秘
め
し
こ
と
胸
三
寸
に
漫
ろ
寒
む

浅
漬
や
話
く
だ
け
し
茶
の
み
会

聞
き
上
手
り
ん
ご
の
皮
を
む
き
な
が
ら

行
く
秋
や
逢
え
ば
老
後
の
話
な
ど

舘
村　

青
村

し
っ
ぽ
り
と
紅
葉
黄
葉
や
古
刹
の
門

牛
の
声
し
て
人
の
声
暮
れ
早
し

古
舘　

や
す
お

林
檎
売
る
嚊か

っ
ち
ゃ
の
訛
声
大
き
く
て

刃
物
研
ぐ
砥
石
の
旧
り
て
今
朝
の
冬

立
冬
て
ふ
観
音
様
の
御
手
の
印

【
十
月
句
会
の
席
題
句
】『
雑
詠
』

　
　
（
最
高
点
句
）

秋
日
和
一
寸
派
手
目
な
靴
の
色　
　
　
（
ふ
み
女
）

　

   

（
高
点
句
）

乱
れ
菊
峡
の
風
ご
と
括
り
け
り 　

  　
（
雪　

女
）

　

   

（
得
点
句
）

自
販
機
も
ホ
ッ
ト
に
変
わ
り
秋
深
し　
（
雪　

女
）

恵
み
雨
雑
木
林
は
茸
の
山　
　
　
　

   

（
ふ
み
女
）

秋
灯
や
互
ひ
に
老
い
を
い
た
は
り
て   

（
や
す
お
）

名
月
を
異
国
の
空
で
探
し
つ
つ　
　
　
（
畦　

畔
）

こ
れ
見
よ
と
一
樹
目
を
引
く
初
紅
葉 

（
義　

也
）

俳
諧
師
集
う
て
祝
う
文
化
の
日　
　

   

（
青　

村
）

秋
仕
舞
ひ
菓
子
四
半
分
テ
ィ
タ
イ
ム   

（
赤　

藤
）

　平成24年1月1日から9月30日までに

国民年金保険料を納付した人に対して、11

月上旬に「社会保険料（国民年金保険料）控

除証明書」が送付されます。年末調整や確

定申告の際に活用することができます。

　また、世帯主が世帯（家族）の国民年金保

険料を納付した場合にも納付した人の社会

保険料控除額に加えることができますので、

家族あてに送付された控除証明書も申告な

どを行う際に活用することができます。

○「社会保険料控除証明書」とは？
　「社会保険料控除証明書」は、その年中に

納めた国民年金保険料の納付額を証明する

書類です。国民年金の保険料について、年

末調整や確定申告の際に「社会保険料控除」

の適用を受ける場合には、この「社会保険

料控除証明書」や領収証書（追加で納めた

保険料がある場合）を申告書に添付するこ

となどが義務づけられています。

○「社会保険料控除証明書」送付時期は？
　毎年11月上旬または翌年の２月上旬のい

ずれかに送付されています。

○控除証明書専用ダイヤル
☎ ０５７０－０７０－１１７

（平成24年 11月１日から平成25年３月

15日まで）

社会保険料控除証明書
を送付します
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いつでも・どこでも・どなたでも…

生涯学習だより

九
戸
の
歴
史
を
学
ぶ
研
修
会

南
部
氏
の
歴
史
を
探
求

　
﹁
九
戸
の
歴
史
を
学
ぶ
﹂
会
の
会
員
12
名
は
、
10

月
30
日
、
遠
野
市
・
盛
岡
市
を
訪
問
し
、
遠
野
・
盛

岡
南
部
氏
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
遠
野

城
下
町
資
料
館
で
は
遠
野
南
部
氏
ゆ
か
り
の
品
々

を
見
学
。
遠
野
市
立
博
物
館
で
は
、
柳
田
国
男
﹃
遠

野
物
語
﹄
の
企
画
展
示
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

も
り
お
か
歴
史
文
化
館
で
は
、
盛
岡
城
下
の
風
景

や
大
正
時
代
の
映
像
な
ど
を
見
学
。
８
メ
ー
ト
ル

も
の
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
参
勤
交

代
の
絵
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
く
ぎ
付
け
。
学
芸

員
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
南
部
氏
の
歴
史
を
深
く
探
求
し
て
い
ま
し
た
。

遠野南部氏ゆかりの品を熱心に見学する参加者

『12 の贈り物』から

躑
ツ ツ ジ

躅と髑
ド ク ロ

髏

 

日　時：12 月 15 日（土）　午後２時～
会　場：ＨＯＺホール２階　　開発ホール

入場料：無　料

　九戸村出身の作家・石野晶さんの作品を、岩

手大学の学生による朗読劇でお送りします。入

場無料ですので、お気軽におこしください。

◎地元の食文化と健康を考える

日　時：12 月７日（金）　午後２時～
会　場：九戸村公民館　HOZホール
演　題：地元の食文化に誇りと感謝を
－歯にやさしい　心身にやさしい　地球にやさしいー

講師
オフィス田沢　代表取締役　
歯科医師

田　沢　光
みつ

　正
まさ

　先生
　
　昭和 51 年４月から昭和 62 年３月岩手医科大学

歯学部口腔衛生学教室で助手・講師。昭和 62 年

４月から平成 20 年３月まで岩手県職員。現在は

健康づくり総合アドバイザー・歯科医師、オフィ

スたざわ株式会社代表取締役を務めています。

※ 詳細につきましては、教育委員会または、村

内小・中・高等学校までお問い合わせください。

東日本大震災復興支援朗読劇
九戸村学校保健安全講演会

東
京
混
声
合
唱
団
が
九
戸
中
で
公
演

生
徒
も
一
緒
に
合
唱
♪

　

東
京
混
声
合
唱
団
九
戸
中
学
校
公
演
が
11
月
７

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
合
唱
団
か
ら
５
名
が

来
村
、
体
育
館
中
に
美
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

パ
ー
ト
紹
介
で
は
﹁
荒
城
の
月
﹂
や
﹁
サ
ン
タ
ル

チ
ア
﹂
な
ど
有
名
な
曲
を
披
露
。
今
回
は
合
唱
ク

リ
ニ
ッ
ク
も
お
こ
な
わ
れ
、
合
唱
団
の
方
に
よ
る

指
導
の
下
、
合
唱
曲
﹁
証
あ
か
し
﹂
を
全
員
で
合
唱
。
お

礼
の
花
束
贈
呈
に
応
え
て
ア
ン
コ
ー
ル
で
も
う
１

曲
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
中
学
生

は
、﹁
表
現
の
仕
方
ひ
と
つ
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
変

わ
る
と
は
…
﹂
と
驚
く
と
と
も
に
、
プ
ロ
の
美
声

に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

東京混声合唱団と一緒に合唱する九戸中学生
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Books ❖ 図書室から、おすすめの新着本を紹介します。
、

九戸村公民館図書室　◦開館時間／平日：9時～ 19時，土日祝：9時～ 17時　◦休館日／年末年始・お盆期間　◦貸出期間／ 3週間

　消防の車は、人々をまもる
役割を果たす乗りものです。
ポンプ車やはしご車などの消
防車、救助車とも呼ばれるレ
スキュー車、そして急病人や
けが人を病院に運ぶ救急車が
あります。これらの車と、と
もに働く人々の写真がのって
います。

　会社大好き、そんな著者が
思いもよらぬ退社。その１ケ
月後、ガンを宣告され闘病生
活が始まる。「まさか自分が
坊主になろうとは。マクラが
髪の毛だらけで真っ黒だった
あの朝のことは、生涯忘れな
いだろう」何も「ない」日々
の中で見えてきた「これか
ら」の生き方・・・。

　食べることは暮らすこと！
毎日の食事を支えてくれる「た
れ・ソース・調味料」四季の
食材を使って手作りすること
で、季節を感じられます。旬
をひとつの瓶に閉じ込めて、
長く味わう知恵も身につきま
す。毎日の料理が手早く、我
が家の味を作ることができま
す。

　バラ色の第２の人生のはず
が、待っていたのは夫婦関係
の危機。人生最大の転機をい
かに乗り切るか！？サラリー
マン人生が充実していた人ほ
ど、定年退職後、思わぬ大き
な孤独に陥ります。この「孤
舟族」の問題は今や大きな社
会問題。あらゆる世代必読の
国民的小説。

　

第
26
回
村
ち
び
っ
子
綱

引
き
大
会
が
11
月
４
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
村
内
の

小
学
生
が
子
ど
も
会
単
位

に
分
か
れ
、
12
チ
ー
ム
が

参
加
。２
ブ
ロ
ッ
ク
の
リ
ー

グ
戦
を
行
っ
た
後
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
優
勝
を

争
い
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
選
手
は
、
練

習
で
培
っ
た
技
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
競
い
ま
し
た
。

応
援
に
駈
け
つ
け
た
保
護

者
や
控
え
の
選
手
は
、
声

高
ら
か
に
応
援
し
、
会
場

は
多
く
の
歓
声
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
み
ん
な
の
心
を
ひ
と
つ

に
力
強
く
綱
を
引
い
た
川
向
子
ど
も
会
Ａ

チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
。
準
優
勝
が
戸
田
ボ
ー

イ
ズ
＆
ガ
ー
ル
ズ
、
３
位
が
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
15
、

南
田
子
ど
も
会
と
な
り
ま
し
た
。

息の合ったチームワークを発揮し優勝した川向子ども会Ａチーム

農山漁村文化協会  編／農文協山口ミルコ  著／ミシマ社こどもくらぶ  編／ほるぷ出版

手づくりの
たれ・ソース・調味料毛のない生活

渡辺淳一  著／集英社

狐舟 人びとをまもるのりもの
のしくみ　1消防車

見事優勝に輝いた川向子ども会Ａチーム 準優勝の戸田ボーイズ＆ガールズ
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問住民生活課保健衛生班☎42-2111内線122

問住民生活課国保住民班☎42-2111内線212

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

みんなの健康

国保だより

染させない効果があります。

2外出後は、手洗い、うがい、洗顔をする
 　手洗いとうがいをする。顔にもウィルスが付着

している場合がありますので洗うよう心掛ける。

3室内の湿度を保つ
　ウィルスは乾燥した状態で活発に活動します。

ウィルスの活動を抑えるために加湿器などを使っ

て部屋の湿度を保ちましょう。その際、定期的に

室内の換気も必ず行いましょう。

※加湿器は、週に1度は洗浄し、細菌の繁殖を避

けましょう。

4体力を保つ
 　体力が低下していると、インフルエンザウィル

スに感染しやすくなります。バランスのとれた食

事（タンパク質、ビタミン、ミネラルをしっかり摂る）

と、十分な睡眠（免疫力を回復させる）が大切です。

（保健師　及川　洋子）

インフルエンザの流行は冬場  
　

　冬場は空気が乾燥します。また乾燥した空気は気

道粘膜の抵抗力を弱めるなどすべての面で、インフ

ルエンザが発病する好条件が整っているからです。

　のど・鼻などの症状が出てくる前に、急な発熱

（38度以上の高熱）や倦
けん

怠
たい

感、筋肉痛、関節痛など

の全身症状が出た場合は、インフルエンザに感染

したと言えるでしょう。

　インフルエンザの予防は、流行前に予防接種を

受けることが一番です、そして次のことに気をつ

けることです。

1流行期の外出、特に
人ごみを避ける

　外出時はなるべくマ

スクを装着する。マス

クをすることは、感染

を防ぐ、また他人に感

医療費が高額のとき（70歳から75歳）
　

　同じ月内の医療費の自己負担額が高額になった

とき、申請して認められれば、限度額を超えた分

が高額療養費として後から支給されます。

　自己負担の限度額は、年齢や所得によって異な

ります。今回は70歳以上の人の場合についてお知

らせします。

◆自己負担限度額(月額)：70歳以上の人の場合

所  得 区 分 外来

（個人単位）

外来+入院

（世帯単位）
現役並み所得者（課税所得145万円以上な

ど窓口負担３割の人）
44,400円

80,100 円 +（医療費総

額ー267,000円）×１％

一　般 12,000円 44,400円

低所得者

（住民税非課

税世帯の人）

低所得者Ⅱ

（Ⅰ以外の人）
8,000円 24,600円

低所得者Ⅰ（年金受給額80万

円以下など、総所得金額がゼロの人）
8,000円 15,000円

【自己負担額の計算方法】
①月の1日から末日まで、暦月ごとの受診について計算します。

②外来は個人単位でまとめますが、入院を含む自己負担限度額

は世帯単位（70歳以上75歳未満の人）で合算します。

③医療機関の区別なく、少額の自己負担も合算します。

④入院時の食事代、保険適用の対象とならない差額ベッド代な

どは、合算できません。

◆申請が必要です
　高額療養費に該当す

る世帯には、「高額療

養費支給申請書」を送

付します。
　必要事項を記入し、該当している月すべての病院

の領収書のコピーを添付して申請してください。

◆窓口負担が自己負担限度額までになります
　低所得者（住民税非課税世帯）の人で、事前に

「限度額適用認定証」の交付を申請し、認定証を

医療機関に提示することにより、窓口での負担は

自己負担限度額までとなります。

　国民健康被保険者証と印鑑を持参の上、役場住

民生活課国保住民班窓口で申請してください。
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問二戸消防署九戸分署☎42-3119

問二戸警察署九戸駐在所☎42-2210駐在所ホットライン

問ハローワーク二戸☎23-3341
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求人情報 消防署だより

村内の火災・救急（10月分）
区 分 件　数 １月からの累計 前年比
火 災 ０件 １件 ＋１件
救 急 27 件 257 件 ＋３件①職種②就業場所③年齢④基本給⑤必要資格など

11月２日～13日受理求人

社会福祉法人九戸福祉会①介護職員（正社員
以外）②九戸村③不問④130,000円～165,000円⑤
普通自動車免許一種、試用期間６か月、雇用期
間：平成25年２月28日まで、更新の可能性あり
大崎運輸有限会社①捕鶏作業員（正社員）②九戸
村③64歳以下④156,400円～184,000円⑤普通自動
車免許一種、試用期間３か月有限会社中村一郎
商店①販売員（パート労働者）②九戸村③59歳以
下④700円⑤普通自動車免許一種、試用期間３か
月、週６日程度勤務有限会社竹村商事①ブロイ
ラー出荷作業員（正社員）②九戸村③18歳以上④
149,500円⑤普通自動車免許一種有限会社ブリッ
ジ①とび工見習（正社員）②東北各地③59歳以下
④231,150円～276,000円⑤普通自動車免許一種、
試用期間３か月有限会社グリーンライト①警備
スタッフ（正社員）②一戸町③不問④121,000円～
220,000円⑤普通自動車免許一種、試用期間３か月

　　

火の元確認、火災防止

　12月に入り、寒さも一段と厳しくなってき
ました。暖房器具を使用する機会が多くなり火
災の多発シーズンを迎えます。次のことに注意
し、火災をださないようにしましょう。

　《火災防止のポイント》
①火を使っている時は、その場を離れない。
②寝たばこ、たばこの投げ捨て厳禁。
③ストーブには燃えやすい物を近づけない。給
油するときには消火する。
④寝る前に必ず火の元を確かめる。
⑤消火の備えを万全に。
・火の元を確認するという、毎日の小さな積み
重ねが、家族の命や財産を守ることにつながり
ます。今年も残りわずかですが、最後まで気を
緩めることなく、乗り切りましょう。

冬の交通事故防止県民運動
～醒めたはず　その思い込みに　魔が潜む～

■期間　12月１日（土）から 10日（月）まで

■運動の重点　○冬道用タイヤ装着の徹底

　　　　　　　○飲酒運転の根絶

　　　　　　　○スピードダウンの徹底

■雪道での安全運転（留意点）

○急激な加速や加速中のハンドル操作は、横

滑りやスピンを招く危険があります。

○車間距離を長くとり、合図を早めに出すこ

とで追突などの事故を防止しましょう。

年末年始特別警戒活動の実施
～安心して年末年始を過ごしましょう～

　県警察では、年末年始における犯罪や事故を

防止するため、「年末年始の特別警戒活動」を

実施します。実施期間は 12 月 14 日（金）か

ら１月３日（木）までの期間です。

　年末年始は特に

○金融機関、コンビニなどを狙った強盗事件

○空き巣や事務所荒らしなどの窃盗事件

○路面凍結などによる交通事故

などの事件、事故の増加が予想されます。

　このような事件、事

故に遭わないために、

○防犯体制や通報体制

を整える。

○鍵掛けを励行する。

○道路状況に応じた安

全運転に努める。

などの事柄に心掛けることが大切です。

村内の交通事故（10月分）

区 分 件　数
１月からの
累　計 前年比

人身事故 0件 3件 ＋ 1件
物損事故 6件 49 件 ー 2件
負 傷 者 0人 4人 ＋ 1 人
死 亡 者 0人 0人 ー 1人
飲酒運転
検 挙 者 0人 0人 ±0人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 371日（10月31日現在）

※求人情報は、役場ロビーでも配布しています。
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休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
12 ２ 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 12 ２ 阿部歯科クリニック 25-4182

９ 川村医院 23-3252 ９ ほんだ歯科クリニック 23-9591

16 いちのへ内科クリニック 33-2701 16 岩渕歯科医院 32-2238

23 齋藤産婦人科医院 23-2505 23 沢藤歯科医院 25-4002

24 小原内科医院 23-3410 24 曽根歯科医院 27-3108

30 藤田内科 38-2772 30 右門歯科クリニック 38-2288

31 二戸クリニック 25-5770 31 国香歯科医院 23-2223

１ １ すがわら消化器内科 23-2879 １ ２ 沢藤歯科医院 25-4002

２ 金田一診療所 27-2205 ３ ますだ歯科クリニック 26-8282

３ むらかみ医院いたみのクリニック 48-1500

※指定日に、指定の袋で出しましょう。  　　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域

瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 12月３日㊊ 12月４日㊋ 12月10日㊊
空 き 缶 12月17日㊊ 12月18日㊋ 12月25日㊋
粗 大 ご み 12月11日㊋
紙・プラ類 12月13日㊍ 12月19日㊌ 12月27日㊍

ごみ収集日

村のこよみ 12月
日にち 行　事　名 時　間 場　所
12・2 ㊐ 村ビーチボール大会 　9：00 体育センター

3 ㊊ ぽっかぽか教室 　9：30 保健センター

4 ㊋ 保健師による出前相談 　9：30 ふるさとセンター

7 ㊎ 人権擁護委員による無料相談会 10：00 開発センター

10 ㊊ キッズママサークル 　9：30 保健センター

11 ㊋ おしゃべりサロンひだまり 10：00 まさざね館

14 ㊎ デイケア 　9：30 保健センター

15 ㊏ 朗読劇 14：00 HOZホール

17 ㊊ ぽっかぽか教室 　9：30 保健センター

18 ㊋ 乳児・１歳６か月児健診、２歳児歯科健診 13：00 保健センター

21 ㊎ 終業式（村内全学校） 各学校

22 ㊏ くのへスキー場オープン（予定） 　 くのへスキー場

１・4 ㊎
村交通安全祈願祭 14：00 開発センター

村新年交賀会 16：00 HOZホール

身体障がい者補装具
巡回相談開催します

■日時　１月 11日㊎　
　　　　午前 10時 30分～正午
　　　　（受付 11時まで）
■会場　二戸市総合福祉センター
■内容　義肢・装具等補装具
※専門の医師が相談に応じます。
予約が必要となっていますので、
12 月 25 日（火）までに下記へ
お申し込みください。
■申し込み・問い合わせ　
住民生活課地域福祉班
（☎ 42-2111 内線 202）

人権相談所
開設します

　いじめ、家庭内の問題、近隣と
のトラブルなど人権に関するお悩
みに、人権擁護委員が無料でご相
談をお受けいたします。
■日時　12月７日㊎　　
　　　　午前 10時～午後３時
■場所　山村開発センター
■問い合わせ　盛岡地方法務局二
戸支局（☎ 25-4811）

  電話帳の回収に
ご協力ください

　12 月中に順次、新しい岩手県版
の電話帳をお届けいたします。現在
お使いの電話帳は、お届けの際に
回収いたしますので配達員へのお
渡しください。なお、ご不在など
で配達員に電話帳を渡せなかった
場合、下記までご連絡お願いします。
■問い合わせ　タウンページセン
タ（☎ 0120-506-309）
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

衆議院議員総選挙・最高裁裁判官国民審査

就農相談会
in アイーナ

　県農業公社で
は農業を始めた
い人の相談会を
開催します。
■日時　
１月12日㊏
午前11時～午後３時
■場所　いわて県民情報交流セン
ター「アイーナ」８階804会議室
盛岡市盛岡駅前西通１丁目７－１
■対象者　
①新規就農を希望している方
②農業法人へ就業・研修を希望し
ている方
③農業体験を希望している方など
■内容　新たに農業を始めるに当
たっての情報を提供し、専門の方々
が個別に相談に応じます。
■参加料　無料
■問い合わせ　岩手県農業公社農業
振興部就農支援課（☎019-623-9390）

　
　第46回衆議院議員総選挙は、12月４日に公示され、12月16 日に投
票が行われます。有権者の皆さんは、棄権することなく自分の判断
で責任ある投票をしましょう。また、同時に最高裁判所裁判官国民
審査も行われ、裁判官が職務に適切かどうか、意思表示できます。
　投票日に投票ができないときには、期日前投票制度や不在者投票
制度をご利用ください。

12月16日日
午前７時～午後８時

投
票
日
時

  各種セミナー開催
参加しませんか？

■就業勉強会
　管内求職者向けの勉強会
◎日時　12月３日(月)～５日(水)
午後１時30分～午後４時30分
◎内容　問題解決のトレーニング
と就職活動法を学びます。
◎定員　20名
■スモールビジネスの立ち上げ勉
強会
　管内求職者・起業を目指す方向
けの勉強会
◎日時　12月３日(月)～４日(火)
　　　　午後６時～午後９時
◎内容　ビジネスプランをアドバ
イザーと検討します。
◎定員　10名
■品質管理基礎講座
　製造業や品質管理に興味のある
方向け講座
◎日時　12月６日(木)～７日(金)
　　　　午前９時～午後４時
◎内容　製造業における基礎知識
の習得と地元企業の事例発表
◎定員　20名
■コミュニケーション力向上セミ
ナー
　コミュニケーションの能力アッ
プを目指す方向けセミナー
◎日時　12月20日 (木 )～21日
(金)　午後１時～午後５時
◎内容　仕事のための基礎力やビ
ジネスマナーの習得、コミュニ
ケーションの基礎を学びます。
◎定員　15名
※各講座とも会場は二戸地域職業訓
練センター、受講料は無料です。
■問い合わせ　二戸地域雇用創造
協議会（☎23-8152）

  北朝鮮人権侵害
問題の啓発週間

　日本にとって重要な課題である
拉致問題の解決をはじめ、北朝鮮
当局による人権侵害問題への対処
が、国際社会をあげて取り組むべ
き課題とされるなか、この問題に
ついての関心と認識を深めていく
ことが大切です。
※12 月 10 日 か
ら 16 日までは、
北朝鮮人権侵害
問題啓発週間で
す。北朝鮮当局
による人権侵害
に関する国民の認識を深めるとと
もに、国際社会と連携しつつ北朝
鮮当局による人権侵害問題の実態
を解明し、その抑止を図ることを
目的に、平成 18年６月に設けら
れています。
■問い合わせ　住民生活課地域福
祉班（☎ 42-2111 内線 201）
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虫歯のない園児と児童に表彰状を贈呈し
ました

戸籍だより
※10月16日～11月15日届出分・敬称略
※氏名は正字で表記しています。

お誕生おめでとう

　長　坂　郁
ふみ

　哉
や

（良正・愛）　　　　五  枚  橋

　若　山　香
か

　縫
ぬい

（和稔・和恵）　　荒　　谷

ご結婚おめでとう

　　渡　　　学　（戸田下） 　 　
　木　影　志　真（岩手郡岩手町）

ご冥福をお祈りします

　上　山　　愛　   （90歳）  伊保内下

　七　戸　セ　キ   （94歳）  細　　屋

　山　本　政　男   （64歳）  戸  田  下

　段　下　ユ　キ   （94歳）  南　　田

　田名部　むつ子   （54歳）  小　　倉

　寺　下　　 　   （48歳）  伊保内上

　中　野　伊太郎   （84歳）  戸  田  上

　津　花　フ　ミ   （95歳）  道　　地

　上　柿　チ　ヨ   （71歳）  山　　屋

　山　本　初　夫   （76歳）  瀬  月  内

　久保田　フ　ジ   （89歳）  山　　根
　

人のうごき
（平成24年11 月1日現在）

●人　口　　６，４９７　人  （ー９）
　　男　　　３，１２４　人  （±０）
　　女　　　３，３７３　人  （ー９）
●世帯数　　２，２０２世帯　（ー２）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　転　 入 １２　人（１１５人）
　転　出 ９　人（１０１人）
　出　生 ０　人        （２３人）
　死　亡 ７　人（１０４人）

（カッコ内は１月からの累計）

●●●●●　  編集室から  ●●●●●
◆村内各小学校で行われた学校公開。お邪魔
した戸田小学校で感じたのが、生活態度が優
れていること。廊下で会うと必ず挨拶をする。
授業では、みんなが手を上げて積極的に発
言をする。発言者は周りに自分の意見と同じ
かどうかを聞き、聞く人は発言者に体を向
けて聞いている。今の小学生は学習態度が
優れているなあと感心させられました。（明）

村健康福祉大会

　

第
18
回
村
健
康
福
祉
大
会
が
11
月
18

日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
会
場

に
集
ま
っ
た
約
１
５
０
人
の
参
加
者
た

ち
が
健
康
と
福
祉
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
映
画
の
上
映
会
で
は
、「
希
望

の
シ
グ
ナ
ル
、
自
殺
防
止
最
前
線
か
ら

の
提
言
」
と
題
し
た
、
自
殺
率
が
15
年

連
続
日
本
一
だ
と
い
う
秋
田
県
で
、
自

殺
対
策
に
取
り
組
む
人
々
を
追
っ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
上
映
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
虫
歯
の
な
い
子
ど

も
た
ち
や
健
康
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
へ
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
虫
歯
の
な
い
保
育
園
や
幼
稚
園
の
年

長
児
・
小
学
６
年
生　

▽
戸
田
保
育
園

…
杉
村
美
咲
▽
伊
保
内
保
育
園
…
和
田

心
花
、
古
里
紬
菜
、
松
田
美
雅
、
小
笠

水戸黄門の音楽に合わせ健康体操を行い、体を動かしました

老化防止のために挑戦した豆すくいゲーム。
うまく移動できたかな？

原
伶
王
、
松
澤
來
也
、
落
安
隼
人
▽
ひ

め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
…
中
野
結
友
、
古

舘
愛
佳
、
宍
戸
結
咲
、
上
村
未
音
、
小

野
寺
詩
温
、
大
崎
由
捺
、
大
﨑
春
奈
、

藤
川
拍
奈
、
関
端
悠
那
、
松
本
怜
実
、

橋
本
く
る
み
▽
戸
田
小
学
校
…
滝
谷
莉

奈
、
下
田
佑
彌
▽
伊
保
内
小
学
校
…
宮

川
楽
斗
、
佐
藤
慎
之
佑
、
桂
川
恭
輔
、

平
中
海
里
、
関
畑
雪
華
、
大
谷
春
乃
、

大
谷
百
乃
、
尾
友
花
歩
▽
長
興
寺
小
学

校
…
大
崎
莉
奈
▽
江
刺
家
小
学
校
…
上

柿
秀
夫
、
立
波
由
貴
、
野
辺
地
里
咲

■
献
血
協
力
者　

古
舘
由
夫
（
雪
屋
）

■
福
祉
事
業
功
労
者　

九
戸
中
学
校
第

３
学
年

■
岩
手
県
イ
ー
歯
ト
ー
ブ
８
０
２
０
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
の
伝
達　

野
辺
地
タ
キ

（
江
刺
家
上
）、
藤
枝
キ
ク
（
南
田
）

｛


